
 

 

 

 

 

 

               

 

体験から学ぶ 

園長 北村 恵 

 

 ５月末は暑かったり寒かったり、急激な気温の変化がありました。そのせいか、咳や鼻水が止まらな

かったり熱が出たりと、体調を崩す子供が多くいました。ちょうど内科健診があったので、学校医の先

生に「最近の風邪は感染力が強いですか？」とお聞きしたところ、「３年間みんながマスクをしていたた

め、子供も風邪をひいていなかったからこれが普通だよ」と言われ、なるほどと思いました。 

 今年は、小野照崎神社のお祭りもほぼ通常の形で行われ、小学校と一緒に、幼稚園の職員・ＰＴＡ役

員も入谷中央町会のお神輿を担がせてもらいました。久しぶりに担げるお神輿はとても楽しく、少しだ

け参加しようと思っていましたが、気付いたら何度もお神輿に肩を入れていました。初めて担いだ先生

たちも「こんなに楽しいと思いませんでした」と言って、お神輿の重さ、掛け声のタイミング、足運びのリ

ズム、担いでいる人同士の距離など、周りで見ているだけでは味わえない貴重な体験をさせていただ

きました。子供たちにも沢山会えて応援してもらいました。山車を引いておやつをたくさんもらったり、

屋台で買い物をしたりした話も、週明けに聞くことができました。 

先日の大正小学校の運動会では、手首にリボンを付けた３歳児と、手作りのキラキラマラカスを持っ

た４・５歳児が校庭いっぱいに広がって、伸び伸びとダンスを披露することができました。小学校の保護

者も含めたくさんのお客さんのいる場でしたが、日頃と変わらず元気な姿を見せることができ、とても

嬉しかったです。子供たちもお客さんからのたくさんの拍手に満足そうな笑顔を見せていました。 

 

最近、チャットＧＰＴの話題をニュースや新聞で取り上げられることが多くなりました。チャットＧＰＴと

は人間の質問に、膨大なデーターの中から最適解を探し、まるで人間が答えているかのような文章で

答えを返してくれる高度なＡＩ技術です。そのスピードは人間の何千倍で、情報量も膨大です。知識量

では人間はとてもかないません。その上、自主学習する機能も備わっているため、最初に使っていた英

語だけでなく、日本語を始めとした、外国語も違和感なく使えるようになったそうです。その進化速度

の速さに、使用に関しての様々な議論が生まれています。人間が何年もかかることをあっと言う間のス

ピードでこなしてしまう高度なＡＩ技術に人間が勝てることはあるのでしょうか。 

私は、人間の持つ最大の武器は「体験から学べる」ことだと思っています。実際に様々な経験をする

ことで五感（視覚・聴覚・臭覚・味覚・触覚）を働かせ、時には失敗したり、風邪をひいたり、喧嘩もした

りして、たくさんの感情（嬉しさ、悲しみ、怒り、喜び、感動など）を知ることで成長していくという大きな

能力を持っています。幼稚園では、幼児期だからこそできる体験を大切にしています。家庭ではできな

いような体験、友達と一緒だからできること、心の動き、一瞬一瞬の学びを大切に援助しながら、一人

一人の成長を支えていきたいと考えています。 
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